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」

　
　
　

ま 

え 

が 

き

　
「
越
知
山
大
権
現
の
神
仏
と
石
造
物
」
を
調
査
研
究
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
、

越
知
神
社
と
越
知
山
大
谷
寺
に
遺
さ
れ
て
い
る
神
仏
、
堂
社
の
備
品
お
よ
び
墓

碑
・
石
碑
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
中
に
幕
末
の
安
政
年
間
か
ら
明

治
初
年
に
か
け
て
越
知
山
開
運
講
中
や
講
の
肝
煎
な
ど
関
係
者
に
よ
っ
て
奉
納

さ
れ
た
も
の
が
多
数
見
ら
れ
、
大
谷
寺
に
は
開
運
講
が
結
ば
れ
た
当
時
の
史
料

（
以
下
「
大
谷
寺
文
書
」）
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。
そ
し
て
平
成

二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
、
遺
存
す
る
石
造
物
な
ど
モ
ノ
側
か
ら
見
た
越

知
山
開
運
講
の
概
要
を
「
越
知
山
開
運
講
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
『
越
前
町
織

田
文
化
歴
史
館
研
究
紀
要
第
２
集
』
と
拙
著
『
越
知
山
大
権
現
の
神
仏
と
石
造

物
』（
越
前
町
教
育
委
員
会
発
行
）
の
中
で
紹
介
し
た
が
、
本
稿
は
「
大
谷
寺

文
書
」
に
見
る
開
運
講
の
目
的
、
趣
法
、
加
入
講
員
名
簿
な
ど
を
記
し
た
史
料

を
加
え
て
講
の
全
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

一　

越
知
山
開
運
講
と
そ
の
発
祥

　

幕
末
の
嘉
永
年
間
以
降
、諸
外
国
の
開
国
要
求
が
活
発
化
し
、幕
府
は
蘭
、米
、

露
、
英
、
仏
と
修
好
通
商
条
約
を
結
び
、
長
崎
、
神
奈
川
、
箱
館
を
開
港
し
て

自
由
貿
易
を
許
可
し
た
が
、天
皇
の
勅
許
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
朝
廷
と
対
立
、

ま
た
、
将
軍
継
嗣
問
題
を
め
ぐ
る
諸
大
名
の
対
立
に
起
因
し
て
多
く
の
公
家
や

大
名
・
家
臣
が
弾
圧
を
受
け
、
次
々
逮
捕
さ
れ
（
安
政
の
大
獄
）、
梅
田
雲
浜

は
獄
死
、
橋
本
左
内
、
吉
田
松
陰
ら
も
死
罪
と
な
り
、
桜
田
門
外
の
変
な
ど
が

起
き
る
な
ど
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
越
前
で
は
藩

主
の
幕
政
支
援
参
画
や
藩
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
二
月
、越
知
山
大
権
現
の
別
当
大
谷
寺
の
大
講
堂
、

護
摩
堂
、本
坊（
大
長
院
）が
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
。
翌
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）

の
「
越
知
山
諸
堂
再
建
勧
進
帳
」（『
朝
日
町
誌 

資
料
編
２
』
越
知
神
社
関
係

文
書
一
二
二
号
）に
よ
る
と
、文
政
十
年（
一
八
二
七
）に
秘
仏
の
三
所
権
現（
十
一

幕
末
の
越
知
山
信
仰
の
一
般
化
と
「
越
知
山
開
運
講
」

三
　
井
　
紀
　
生
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面
観
音
・
聖
観
音
・
阿
弥
陀
如
来
）
を
開
帳
し
て
二
十
五
年
が
過
ぎ
、
次
の
安

政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
三
十
三
年
開
帳
を
迎
え
る
に
当
り
、
講
堂
や
護
摩
堂

の
再
建
が
急
務
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、諸
堂
再
建
の
資
金
を
福
井
藩
家
中
、

組
、
町
方
、
在
方
お
よ
び
他
所
に
広
く
勧
進
、
延
四
十
一
貫
六
百
八
十
九
匁
四

分
三
厘
（
筆
者
の
計
算
で
は
四
十
三
貫
四
百
三
十
八
匁
）
が
奉
加
さ
れ
、
こ
の

中
に
駒
屋
善
右
衛
門
の
世
話
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
分
が
「
四
貫
九
百
四
十
弐
匁

壱
分
三
厘　

福
井
駒
屋
氏
ヨ
リ
世
話
ニ
而
上
り
候
高
」
と
記
述
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
こ
れ
と
は
別
に
、
駒
屋
の
取
持
に
よ
る
末
盛
講
（
御
札
所
に
お
い
て

結
縁
さ
れ
た
三
組
の
講
）
の
徳
分
三
十
七
貫
五
百
匁
が
寄
附
さ
れ
て
い
る
。

　

越
知
山
大
権
現
を
篤
く
崇
拝
し
て
い
た
駒
屋
善
右
衛
門
は
、
別
当
大
谷
寺
に

と
っ
て
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
越
知
山
開
運
講
は
、
諸
堂
再
建
の

た
め
に
駒
屋
の
発
願
に
従
っ
て
浄
財
寄
進
に
加
わ
っ
た
人
々
を
母
体
に
発
祥
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
七
間
四
面
の
講
堂
、
翌
六
年
に
本
坊
大
長
院
が
完

成
、
そ
し
て
護
摩
堂
が
再
建
さ
れ
た
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
六
月
、
既
に
嘉

永
四
年
の
諸
堂
再
建
勧
進
発
起
世
話
役
七
人
の
中
に
加
わ
っ
て
い
た
竹
内
五
兵

衛
、
鷲
田
次
郎
兵
衛
、
駒
屋
善
右
衛
門
の
三
人
が
肝
煎
に
な
っ
て
「
越
知
山
開

運
講
」
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
二
年
後
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
三
月
か
ら
秘
仏
三
所
権
現
の

三
十
三
年
開
帳
は
無
事
営
ま
れ
、
こ
の
頃
に
は
越
知
山
開
運
講
は
か
な
り
大
き

な
団
体
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
　
　

二　

肝
煎
と
世
話
人

　

最
初
に
、
越
知
山
開
運
講
を
結
び
、
講
の
肝
煎
を
務
め
た
竹
内
五
兵
衛
、
鷲

田
次
郎
兵
衛
、
駒
屋
善
右
衛
門
、
お
よ
び
講
の
世
話
人
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。

（
一
）
三
人
の
肝
煎

○
竹
内
五
兵
衛
（
号
布
珀
）

　

竹
内
家
は
、
屋
号
を
漆
屋
と
称
し
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
藩
御
用
達
商

人
と
し
出
精
し
て
苗
字
御
免
と
な
り
、
竹
内
を
称
し
、
歴
代
五
兵
衛
を
名
乗
っ

て
い
る
（「
福
井
城
下
扶
持
人
姓
名
書
上
」『
福
井
市
史 

資
料
編
７
』）。

　

開
運
講
の
肝
煎
役
を
務
め
た
五
兵
衛
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）、
藩
主
導

で
設
立
し
た
産
物
会
所
の
四
人
の
元
締
役（

１
）の

一
人
と
し
て
福
井
・
三
国
・
府
中

な
ど
の
商
人
、
町
奉
行
長
谷
部
甚
平
・
郡
奉
行
三
岡
八
郎
（
の
ち
由
利
公
正
）

な
ど
と
共
に
活
動
し
た
。

○
鷲
田
次
郎
兵
衛
寛
隆
（
号
省
齋
）

　

鷲
田
家
は
、
薬
種
業
を
営
み
、
開
運
講
の
肝
煎
を
務
め
た
次
郎
兵
衛
寛
隆
は
、

京
都
の
国
学
者
福
田
美
楯
に
学
び
、
国
学
者
・
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
三
国

の
内
田
平
三
郎
（
号
東
垣
）
な
ど
と
文
芸
面
で
広
い
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
発
行
の
『
福
井
県
下
商
工
便
覧
』
に
薬
舗

の
店
構
え
を
掲
載
し
て
い
る
。

○
駒
屋
善
右
衛
門
清
愼
（
号
羽
江
）

　

駒
屋
家
は
、
慶
長
年
間
に
福
井
九
十
九
橋
の
北
袂
に
屋
敷
を
構
え
、
両
替
商
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を
営
み
、
藩
札
元
を
務
め
、
創
業
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
薬
種
商
も
営
ん
で

き
た（
２
）。

　

幕
末
善
右
衛
清
愼
の
代
、
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
一
月
に
荒
木
祐
右
衛
門

宅
に
産
物
会
所
（
内
田
惣
右
衛
門
宅
〈
三
国
〉
か
ら
移
動
）
を
、
駒
屋
へ
御
札

所
一
集
を
仰
せ
つ
け
ら
れ（

１
）、
藩
の
経
済
活
動
に
参
画
し
て
い
た
（
万
延
二
年
二

月
十
九
日
、
文
久
に
改
元
）。

　

彼
は
、
越
知
山
大
権
現
を
崇
敬
し
、
開
運
講
を
発
願
し
、
惣
肝
煎
を
務
め
た
。

明
治
二
十
二
年
発
行
の
『
福
井
県
下
商
工
便
覧
』
に
往
時
の
姿
を
思
わ
せ
る
店

構
え
（
薬
舗
）
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
二
）
二
十
四
人
の
世
話
人

　

現
大
谷
寺
の
本
堂
入
口
向
か
っ
て
左
上
に
半
鐘
が
下
が
っ
て
い
る
（
写
真

１
）。「
越
知
山
大
権
現
」「
奉
納
開
運
講
中
」
の
鋳
出
し
文
字
が
見
え
、
安
政

六
年
（
一
八
五
九
）
の
秘
仏
三
所
権
現
の
三
十
三
年
開
帳
直
前
の
二
月
に
寄
進

さ
れ
た
。

　

こ
の
半
鐘
の
周
り
に

次
の
二
十
八
名
の
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
肝

煎
役
と
し
て
駒
屋
善
右

衛
門
清
愼
を
筆
頭
に
竹

内
五
兵
衛
、
鷲
田
次
郎

兵
衛
、駒
屋
義
三
郎（
善

右
衛
門
の
補
助
）
の
四

名
が
並
び
、
次
に
世
話

役
と
刻
ん
だ
後
に
二
十
四
名
、 

辻
彦
兵
衛
、
梅
屋
善
藏
、
舛
屋
与
三
松
、
駒
屋

勘
助
、
牧
本
安
五
郎
、
鍛
冶
屋
金
次
良
、
大
久
保
屋
与
四
郎
、
紺
屋
吉
助
、
酢

屋
太
兵
衛
、
栗
原
屋
次
兵
衛
、
木
村
新
太
郎
、
木
乃
屋
彦
右
衛
門
、
花
屋
長
三

郎
、
金
津
屋
弥
助
、
番
上
屋
善
蔵
、
角
屋
忠
右
衛
門
佐
、
藤
屋
伊
右
衛
門
、
羽

生
惣
兵
衛
、
村
中
忠
吉
、
結
城
磯
右
衛
門
、
鍛
冶
屋
小
三
郎
、
田
中
吉
右
衛
門

佐
、
鋳
物
師
長
吉
、
糸
屋
九
兵
衛
を
記
し
て
い
る
。

　

開
運
講
は
惣
肝
煎
（
兼
松
組
肝
煎
）
駒
屋
、
竹
組
肝
煎 

竹
内
、
梅
組
肝
煎 

鷲
田
の
三
組
の
下
に
世
話
人
を
置
い
た
組
織
で
運
営
さ
れ
た
。

　

世
話
人
の
ほ
と
ん
ど
は
福
井
城
下
に
住
む
商
人
で
、
講
の
一
員
で
あ
る
と
同

時
に
各
組
に
属
し
て
講
員
の
募
集
や
加
入
者
の
参
詣
時
の
世
話
な
ど
を
行
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

三　

越
知
山
開
運
講
と
趣
法

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
六
月
、
講
を
結
縁
す
る
に
当
り
、「
越
知
山
開
運
講
」

と
題
し
竹
内
、
鷲
田
、
駒
屋
の
三
人
の
肝
煎
連
名
で
、
講
加
入
を
勧
め
る
文
書

を
認
め
て
い
る
。

　
　
　

越
知
山
開
運
講
（
大
谷
寺
文
書
）

　
　

一 

越
知
山
大
権
現
は
大
日
本
乃
祖
神
―
伊
弉
冊
尊 

御
本
地
は
西
方
之
教

主
阿
弥
陀
如
来 

観
世
音
菩
薩
也
。
表
に
ハ
国
家
鎮
護
五
穀
成
就
を
守

ら
せ
給
ひ
裏
に
は
一
切
衆
生
を
報
土
へ
導
給
ハ
ん
と
の
御
請
願
な
れ
は 

観
世
音
菩
薩
の
化
身
た
る
泰
澄
大
師
深
く
御
心
を
と
め
さ
せ
給
ひ 

王

法
佛
法
守
護
の
た
め
に
當
山
に
安
置
し
ま
し
ま
し
越
知
山
乃
見
お
ろ
し

写真 1　肝煎 ･ 世話人の銘を刻む半鐘
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四
十
四
方
は
天
災
地
変
是
な
き
□（

ム
）
□（
シ
）
に
と
守
ら
せ
給
ふ
御
神
な
り
。 

當
国
に
住
む
人
誰
か
そ
の
御
恩
徳
を
蒙
ら
さ
ら
ん
。

　
　
　

 
然
る
に
世
下
元
の
す
へ
に
い
た
り 

其
御
恩
沢
を
も
知
ら
ざ
る
人
多
か

り
た
る
ゆ
へ
に
や 

近
年
風
雪
地
震
水
火
の
難
少
な
か
ら
ず
恐
る
べ
き

御
事
な
り
。

　
　
　

 

佛
法
之
法
を
重
ん
じ
奉
ら
ん
人
は 

せ
め
て
一
年
に
一
度
は
歩
を
運
ひ

御
神
徳
を
仰
き
奉
り
御
恩
徳
を
報
謝
す
へ
き
事
な
ら
す
や 

仍
之
神
な

る
御
講
を
結
ひ 

越
知
山
開
運
講
と
名
つ
け
て
末
々
退
転
な
く
相
勤
弥

増
に
御
神
徳
を
仰
き
奉
り
国
家
安
全
子
孫
長
久
開
運
出
世
を
祈
り
奉
ら

ん
と
同
士
之
人
々
に
進
め
奉
る
事
し
か
り

御  
講　

竹
内
五
兵
衛　

 　
　
　

安
政
四
丁
巳
年
六
月
吉
日　

鷲
田
次
良
兵
衛　

 　
　

肝 

煎　

駒
屋
善
右
衛
門
（
印
）　

　

要
約
す
る
と
、「
越
知
山
大
権
現
は
大
日
本
の
祖
神
、
王
法
仏
法
守
護
の
た
め

安
置
さ
れ
、
当
国
に
住
む
人
誰
に
対
し
て
も
そ
の
恩
徳
が
あ
る
が
、
そ
の
御
恩

沢
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
近
年
は
風
雪
地
震
水
火
の
難
が

多
い
。
恐
る
は
自
身
の
事
、
仏
法
の
法
を
重
ん
ず
る
人
は
、
せ
め
て
年
に
一
度
は

（
越
知
山
へ
）
歩
を
運
び
神
徳
を
仰
ぎ
恩
徳
を
報
謝
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
こ

に
越
知
山
開
運
講
と
名
付
け
て
講
を
結
び
、
越
知
山
大
権
現
の
ご
神
徳
を
仰
ぎ
、

国
家
安
全 

子
孫
長
久 

開
運
出
世
を
祈
願
す
る
同
士
の
人
々
に
進
め
奉
る
」
と
。

　

そ
し
て
「
越
知
山
開
運
講
趣
法
」（
大
谷
寺
文
書
）
と
し
て
次
の
三
点
を
定

め
て
い
る
。
趣
法
は
世
話
方
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
参
詣
講
員
の
対
応
法
な
ど
も
記

述
し
て
い
る
。

（
１
） 

講
錢
は
、「
日
一
錢
講
」
つ
ま
り
日
に
一
銭
（
一
文
）
を
掛
錢
と
し
て
積

み
立
て
、
翌
月
朔
日
に
三
十
文
を
世
話
役
に
差
出
す
事

（
２
） 

毎
年
六
月
朔
日
、
講
中
の
為
に
福
井
表
に
て
祈
祷
し
、
講
員
に
御
守
、

供
物
を
届
け
る
事

（
３
） 

毎
年
六
月
十
八
日
は
、
講
中
一
統
御
山
（
越
知
山
）
へ
参
詣
し
、
御
寶

前
に
て
講
中
安
全
の
祈
祷
を
行
い
、
御
札
守
と
お
神
酒
を
頂
く
事

　

こ
う
し
て
、
講
が
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
講
員
が
増
え
て
凡
そ
一
千
人
に
も

な
り
、
越
前
以
外
の
遠
国
の
加
入
者
も
増
え
て
き
た
た
め
、「
日
一
錢
講
」
の

運
営
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
、「
日

一
錢
講
」
を
講
加
入
時
に
「
永
代
掛
金
二
百
疋
」（
ま
た
は
「
金
二
歩
」）
に
改

め
て
永
代
講
員
の
加
入
を
勧
誘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　

越
前
國
越
知
山
永
代
開
運
講
勧
誘
記
（
大
谷
寺
文
書
）

　
　

 　

越
知
山
大
権
現
乃
利
生
霊
験
廣
大
な
る
事
を
遠
国
に
て
ハ
知
ら
さ
る
人

多
し
。
抑 

此
越
知
山
ハ
越
前
國
五
山
の
第
一
北
国
佛
法
最
初
の
霊
山
な
り
。

　
　

 　

持
統
天
皇
九
年
乙
未
歳 

泰
澄
大
師
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
霊
告
に
よ

り
て
開
闢
し
た
ま
へ
る
所
な
り
。
泰
澄
大
師
と
申
ハ
即
観
世
音
菩
薩
の
化

身
な
り
。
白
鳳
十
一
年
壬
午
歳
夏
六
月
當
国
麻
生
津
に
降
誕
し
た
ま
ひ

き
。
今
の
三
十
八
社
白
鳳
山
泰
澄
寺
ハ
そ
の
旧
地
な
り
。
高
徳
世
に
な
ら

び
な
く
上
天
子
を
始
奉
り
越
の
大
徳
と
仰
た
ま
へ
り
し
智
僧
な
り
。
初
め

越
知
山
に
お
い
て
密
乗
を
感
悟
し
た
ま
ひ 

御
一
生
に
畿
内
北
陸
に
寺
社

を
四
万
餘
ケ
所
建
立
し
た
ま
ひ
て 

神
護
景
雲
元
丁
未
以
来 

大
谷
寺
に
入

定
し
ま
し
ま
し
け
り
。
委
ハ
元
亨
釈
書
幷
當
山
の
縁
起
に
詳
な
り
。

　
　

 　

開
闢
よ
り
今
に
至
り
て
一
千
一
百
餘
年 

香
花
退
転
す
る
こ
と
な
く
護
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摩
の
煙
山
谷
に
薫
り 

般
若
の
声
四
方
に
唱
る
。
現
益
を
蒙
る
事
挙
て
か

そ
え
か
た
し
。

　
　

 　

忝
も
御
元
祖
中
納
言
様
深
く
御
帰
依
在
せ
ら
れ 

神
寶
数
種
御
寄
附
ま

し
ま
し
。
御
代
々
様
御
参
詣
今
に
お
い
て
年
に
数
重
な
り
。

　
　

 　

信
心
の
輩
ハ
天
変
地
異
を
免
れ 

風
波
の
難
を
免
れ
、
無
實
難
を
免
れ 

一

切
の
病
苦
を
免
れ 
功
名
を
得 

富
貴
を
得 

子
孫
を
得 

長
寿
を
保
ち 

文
道
武

道
に
上
達
ス
。
右
の
祈
願
悉
く
満
足
せ
す
と
い
ふ
事
な
し
。
中
に
も
開
運
出

世
を
守
ら
せ
給
ふ
御
神
事
の
故
に 

去
安
政
丁
未
（
マ
マ
）歳 

同
士
の
輩
申
合
報
恩
の

為
め
開
運
講
と
号
し
毎
日
一
錢
掛
の
御
講
を
結
ひ
た
る
に 

御
神
慮
に
叶
い

日
何
ら
す
一
千
人
に
及
ひ
種
々
の
利
益
を
得
る
者
日
ま
し
に
増
多
な
り
。

　
　

 　

依
而
此
度
遠
国
の
為 

日
一
錢
分
永
代
掛
金
弐
百
疋
と
相
定
候
。
信
心

の
御
方
は
御
加
入
下
さ
れ
度
候
。
一
度
金
二
歩
御
寄
進
に
相
成
候
得
は 

永
代
御
講
中
に
相
成 

以
後
懸
り
物
少
も
無
之
候
。
毎
春
福
井
表
ニ
お
い

て
御
講
中
家
内
安
全
子
孫
長
久
之
御
祈
祷
御
修
い
有
之 
其
節
御
講
中
江

御
札
守
御
供
物
火
防
札
等
年
々
無
相
違
肝
煎
中
ゟ
厳
重
に
贈
り
届
可
申

候
。
御
加
入
思
召
之
御
方
は 

當
所
肝
煎
中
ま
て
金
弐
歩
御
指
出
被
成
下

さ
る
へ
く
候
。
御
寶
前
姓
名
録
ニ
相
記 

証
書
幷
永
代
講
中
切
手
御
渡
申

し
申
候
。
御
禅
定
之
勤
は 

此
切
手
御
持
参
被
成
候
得
は
御
前
立
之
尊
像

御
開
扉
有
之 

室
堂
に
て
御
宿
止
出
来
申
候
。

　
　

 　

毎
月
十
八
日
御
縁
日
に
て
参
詣
帰
敷 

殊
ニ
六
月
十
八
日
ハ
御
祭
禮
に

て
山
上
市
を
な
し
諸
人
郡

（
マ
マ
）集

は
此
日
御
講
中
之
為
別
段
御
祈
念
に
て
候
。

金
弐
百
疋
ニ
て
永
代
の
御
縁
を
結
ひ
候
事
に
候
間 

信
心
の
御
方
は
被
仰

合
子
孫
長
久
之
御
為
御
加
入
被
成
下
さ
る
へ
く
候
。
以
上

　
　
　
　

元
治
元
年　
　
　
　
　
　
　
　

勅
願
所

　
　
　
　
　
　

甲
子
六
月　
　
　
　
　
　
　
　

越
知
山
別
當　

大
谷
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
福
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肝
煎　

竹
内
五
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷲
田
次
良
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
屋
善
右
衛
門
（
花
押
）

　

開
運
講
に
加
入
す
る
と
「
講
錢
受
領
証
」
と
「
講
員
証
」
が
渡
さ
れ
、「
永

代
加
入
姓
名
録
」
に
記
帳
さ
れ
た
。
名
簿
は
「
錢
一
銭
掛
講
」
時
の
も
の
は
遺

存
せ
ず
、「
永
代
掛
講
」
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
の
み
が
現
存
す
る
。

講
錢
受
領
証　

具
体
例
（
写
真
２
）
で
示
す
と
、「
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）、
向

山
村
の
松
村
善
兵
衛 

松
組

六
百
九
十
番 

が
、
越
知
山
開

運
講
の
永
代
掛
錢 

金
二
百
疋

を
納
め
た
の
で
、
永
代
加
入

姓
名
禄
に
記
帳
し
、
毎
春
祈

祷
の
節
、
開
運
出
世
子
孫
繁

栄
の
御
札
守
と
供
物
な
ど
を

送
り
届
け
る
」
旨
を
記
述
し

た
受
領
書
を
大
谷
寺
と
講
の

肝
煎
方
連
名
記
載
捺
印
（
駒

屋
印
）
の
上
渡
し
て
い
る

（「
越
知
山
開
運
講
懸
錢
受
取

証
」『
朝
日
町
誌 

資
料
編
２
』

写真 2　講銭受領書（『朝日町誌 通史編２』より）
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越
知
神
社
関
係
文
書
一
三
二
号
）。

永
代
加
入
者
姓
名
録　

講
に
加
入
す
る
と
御
寶
前
に
常
備
し
て
い
る
「
永
代
加

入
姓
名
録
」
に
講
員
番
号
（
組
と
番
号
）、
住
所
、
屋
号
（
苗
字
）
と
名
前
が
記

述
さ
れ
、
前
例
の
松
村
善

兵
衛
の
場
合
、
写
真
３
左

に
示
す
如
く
姓
名
録
に
記

述
し
て
い
る
。
な
お
、
各

組
の
講
員
番
号
一
番
は
そ

れ
ぞ
れ
駒
屋
、
竹
内
、
鷲

田
で
あ
っ
た（
写
真
３
右
）。

講
員
証
（
切
手
）　

開
運

講
に
加
入
す
る
と
「
切
手
」

と
称
す
る
講
員
証
（
幅
六・

二
、
高
さ
十
五・三
セ
ン
チ
）

が
発
行
さ
れ
、
所
属
す
る

組
と
番
号
、
町
名
、
氏
名

が
記
載
さ
れ
た（
写
真
４
）。

　

裏
面
（
写
真
４
右
）
の

縦
長
の
朱
印
に
は
「
此
切

手
御
持
参
被
成
候
ヘ
ハ 

何
時
ニ
て
も
御
開
帳
出
来

申
候 

其
外
万
事
都
合
究

候
」
と
あ
り
、
講
員
が
何

時
で
も
越
知
山
参
詣
し
た
場
合
、
こ
の
切
手
を
示
せ
ば
、
前
立
三
所
権
現
（
秘

仏
三
所
権
現
は
三
十
三
年
毎
の
開
帳
で
、
普
段
は
前
立
三
所
権
現
が
参
拝
で
き

た
）
が
開
帳
さ
れ
、
室
堂
で
の
宿
泊
も
で
き
た
。 

　
　
　

四　

開
運
講
加
入
者

（
一
）
加
入
者
数

　

前
掲
元
治
元（
一
八
六
四
）
年
の「
越
前
國
越
知
山
永
代
開
運
講
勧
誘
記
」に「
去

ル
安
政
四
（
一
八
五
七
）
丁
未
（
マ
マ
）歳 

同
士
の
輩
申
合
報

恩
の
為
め
開
運
講
と
号
し
毎
日
一
錢
掛
の
御
講
を

結
ひ
た
る
に 

御
神
慮
に
叶
い
日
何
ら
す
一
千
人
に

及
ひ
種
々
の
利
益
を
得
る
者
日
ま
し
に
増
多
な
り
」

と
あ
る
が
、
前
記
の
よ
う
に
こ
の
講
員
千
人
の
名

簿
は
現
存
し
な
い
が
、「
永
代
掛
金
二
百
疋
」
に
改

定
以
後
の
「
永
代
加
入
姓
名
録
」
七
十
四
頁
（
大

谷
寺
文
書
）
が
遺
存
し
、
こ
の
姓
名
録
に
記
載
さ

れ
て
い
る
講
員
名
に
講
員
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る

が
、
番
号
順
記
帳
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
当

初
の
「
日
一
錢
掛
」
講
加
入
時
の
番
号
で
、
こ
れ
ら

の
講
員
が
永
代
掛
金
を
納
め
た
順
に
名
簿
を
再
製

し
た
姓
名
録
で
あ
ろ
う
。
永
代
加
入
姓
名
録
に
記

帳
さ
れ
て
い
る
組
ご
と
の
最
大
番
号
と
永
代
講
員

数
を
整
理
す
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

写真 3　永代加入姓名録 全 74 頁（大谷寺文書）写真 4　議員証（切手）の表裏
（大谷寺文書）

組の名称 肝煎名 ①最大番号 ②永代講員数 ② / ①（％）
松　組 駒屋善右衛門 701 番 403 人 57.5
竹　組 竹内五兵衛 74 24 32.5
梅　組 鷲田次郎兵衛 142 72 50.7

合　計 917 499 54.4

表 1　開運講加入者数（組別）
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講
錢
を
永
代
掛
金
二
百
疋
に
改
め
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
講
員
の
扱
い
が

ど
う
な
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
永
代
講
員
と
し
て
加
入
し
た
数
は
半
数
に

近
い
五
十
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
永
代
加
入
者
を
地
域
別
に
見
る
と
表
２
に
示
す
よ
う
に
広
範
な
地
域

に
広
が
っ
て
お
り
、
福
井
城
下
が
最
も
多
く
、
次
に
大
谷
寺
周
辺
の
村
（
現
越

前
町
）、
坂
井
市
（
主
に
三
国
町
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
加
入
者

　

加
入
者
は
武
家
、
商
人
、
肝
煎
・
庄
屋
な
ど
村
の
指
導
者
、
職
人
の
他
寺
院

な
ど
広
く
各
層
の
人
が
加
入
し
て
い
る
。

武
家　

鉄
御
門
前
の
狛
氏
・
北
狛
氏
（
高
知
席
）、
桜
御
門
内
の
荻
野
氏
（
高

知
席
）、
や
本
多
氏
・
笹
治
氏
・
酒
井
氏
・
狛
氏
な
ど
高
知
席
家
中
の
武
士
、

本
保
陣
屋
の
役
人
、
福
井
江
戸
町
住
の
禄
高
百
石
ク
ラ
ス
の
下
級
藩
士
三
岡
、

小
木
氏
な
ど
の
名
も
あ
る
。
両
氏
は
、
安
政
六
年
か
ら
万
延
元
年
に
か
け
て
太

田
陣
屋（

３
）勤
め
を
し
た
三
岡
助
右
衛
門
と
小
木
佐
平
次
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
幸
若
舞
で
知
ら
れ
る
桃
井
氏
（
西
田
中
村
）
や
医
師
な
ど
も

加
入
し
て
い
る
。

商
人　

講
に
加
入
し
て
い
た
商
人
を
個
々
に
説
明
す
る
に
は
数
が
多
い
た
め
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
福
井
藩
主
松
平
慶
永
、
茂
昭
の
上
京
費
用
と
し
て
、

町
奉
行
長
谷
部
甚
平
・
郡
奉
行
三
岡
八
郎
な
ど
の
名
で
課
達
し
た
御
用
金
五
万

両
（
三
国
、
福
井
、
上
領
、
中
領
、
下
領
各
一
万
両
）
の
う
ち
三
国
と
福
井
の

拠
出
者
を
例
に
見
る
。
表
３
は
、
三
国
と
福
井
の
御
用
金
拠
出
者
と
拠
出
額
お

よ
び
越
知
山
開
運
講
の
永
代
加
入
者
（
組
と
番
号
を
記
載
）
一
覧
で
あ
る
。

　

三
国
は
海
運
業
で
大
き
な
財
を
築
い
た
商
人
を
中
心
に
し
て
三
十
四
人
で

表 2　地域別永代講加入者数（人）
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表 3　文久 3 年 (1863) 福井藩御用金拠出者と開運講永代加入者（三国・福井商人）
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」

一
万
両
、う
ち
開
運
講
加
入
者
十
九
人
で
九
千
百
二
十
五
両
を
拠
出
し
て
い
る
。

　

福
井
は
拠
出
者
の
裾
野
が
広
く
、
三
百
二
十
五
人
で
一
万
両
を
拠
出
、
う
ち

七
十
両
以
上
は
四
十
五
人
で
四
千
八
百
二
十
五
両
（
備
考
―
五
十
両
以
上
七
十

両
未
満
は
十
九
人
で
一
千
二
十
五
両
）
を
拠
出
、
四
十
五
人
中
講
加
入
者
は

十
九
人
で
二
千
四
百
二
十
五
両
（
同
―
五
十
両
以
上
七
十
両
未
満
は
二
人
で

百
十
両
）
を
拠
出
し
て
い
る
。

　

上
位
の
拠
出
者
に
は
内
田
惣
右
衛
門
や
森
与
兵
衛
な
ど
禄
を
受
け
て
い
た
商

人
や
扶
持
を
受
け
て
い
た
藩
御
用
達
商
人
な
ど
が
多
く
、
三
国
・
福
井
共
に
幕

末
の
越
前
の 

経
済
を
牽
引
し
て
い
た
豪
商
が
講
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

越
前
以
外
で
は
、
湖
東
の
近
江
商
人
、
福
井
藩
御
用
達
商
人
を
務
め
た
大
津

の
矢
嶋
藤
五
郎
、
藩
の
政
策
で
薩
州
鹿
児
島
藩
と
交
易
が
進
め
ら
れ
た
関
係
と

思
わ
れ
る
指
宿
の
豪
商
濱
崎
太
平
次
家
の
番
頭
中
村
八
左
衛
門
、高
崎
徳

（
マ
マ
）兵
衛
、

京
都
鳩
居
堂
の
熊
谷
久
右
衛
門
な
ど
の
名
前
も
見
え
る
。

寺
院　

別
当
大
谷
寺
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、
講
に
加
入
し
た
寺
院
は
宗
派
に

偏
り
は
な
く
、
西
光
寺
（
三
国 

浄
土
宗
）、
法
真
寺
（
福
井
三
ツ
橋 
真
宗
山

元
派
）、
恵
光
寺
（
福
井
東
下
野 

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
）、
最
勝
寺
（
東
郷

中
脇 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）、
天
龍
寺
（
松
岡 

曹
洞
宗
）
の
名
が
見
ら
れ
る
。

村
の
役
付
者　

在
村
で
は
表
２
に
示
す
村
の
大
庄
屋
、
庄
屋
な
ど
行
政
を
司
る

役
付
者
が
率
先
し
て
加
入
し
て
い
る
。

　

特
に
別
当
大
谷
寺
近
在
の
村
の
加
入
者
を
具
体
的
に
何
名
か
挙
げ
る
と
、
水

島
五
兵
衛
・
増
田
三
右
衛
門
（
大
谷
寺
）、渡
辺
与
兵
衛
・
与
左
衛
門
（
上
糸
生
）、

内
藤
伊
右
衛
門
（
大
玉
）、
橘
見
良
（
葛
野
）、
駒
喜
右
衛
門
（
天
谷
）、
三
田

村
惣
右
衛
門
・
高
橋
重
左
衛
門
（
天
王
）、
内
田
久
右
衛
門
（
大
森
）、
渡
辺
与

四
郎
（
笹
谷
）
青
木
勝
左
衛
門
（
蒲
生
）
な
ど
の
名
が
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
永
代
加
入
者
を
個
々
に
積
み
上
げ
て
い
く
と
、
幕
末
の
福
井

藩
の
経
済
活
動
の
縮
図
を
見
て
い
る
感
が
す
る
蒼
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
ひ
と
え
に
三
人
の
肝
煎
の
人
脈
に
帰
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　

五　

越
知
山
大
権
現
の
繁
栄

　

越
知
山
大
権
現
は
修
験
道
を
志
す
山
伏
の
厳
し
い
修
行
の
場
所
で
あ
っ
た

が
、
前
掲
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
「
越
知
山
諸
堂
再
建
勧
進
帳
」
に
あ
る

よ
う
に
、
福
井
藩
の
重
臣
、
武
家
の
ほ
か
町
内
組
・
村
単
位
に
広
く
浄
財
を
集

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
徐
々
に
一
般
の
参
詣
者
も
増
え
、
開
運
講
結

縁
は
こ
れ
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

福
井
の
商
人
山
口
小
左
衛
門
（
開
運
講
員
）
は
、「
山
口
家
譜
」
の
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
の
項
で
「
三
月
十
六
日
ゟ
四
月
十
六
日
迄
越
知
山
大
権
現
様

御
開
帳
有
之
、
誠
ニ
希
代
参
詣
多
ク
有
之
候
」
と
記
し
て
い
る
（『
福
井
市
史

資
料
編
７
』）。
ま
た
梅
浦
の
岡
田
茂
十
郎
は
、「
天
文
日
記
（
抄
）」
や
「
諸
事

雑
記
（
抄
）」
の
中
で
三
所
権
現
の
三
十
三
年
開
帳
後
の
六
月
十
八
日
の
祭
日

に
は
「
遠
近
か
ら
多
く
の
参
詣
者
が
集
ま
り
、
例
年
よ
り
百
倍
」
と
、
万
延

元
年
（
一
八
六
〇
）
七
月
十
八
日
の
越
知
山
の
祭
日
に
参
詣
し
た
折
に
は
、
山

上
の
堂
に
て
「
大
谷
寺
の
方
丈
、
駒
屋
、
鷲
田
に
会
っ
て
開
運
講
を
談
じ
た
」

と
記
し
て
い
る
（『
朝
日
町
誌 

資
料
編
２
』
越
知
神
社
関
係
文
書
一
二
四
号
・
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一
二
五
号
。『
朝
日
町
誌 

通
史
編
』
五
五
八
頁
）。

　
　
　

六　

神
仏
判
然
令
と
越
知
山
開
運
講

　

元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
三
月
、
越
知
山
開
運
講
が
、
越
知
山
上
へ
奉
納
す

る
手
水
鉢
（
笏
谷
石
製
）
を
造
り
、
福
井
か
ら
天
王
村
ま
で
運
ん
だ
。
明
治

三
年
（
一
八
七
〇
）
六
月
に
天
王
村
か
ら
天
王
坂
、
牛
越
峠
を
越
え
て
、
同
年

十
二
月
に
越
知
山
本
道
登
り
口
宿
堂
の
一
王
子
社
ま
で
到
着
し
た
。
こ
こ
か
ら

越
知
山
頂
ま
で
運
ぶ
に
は
多
額
の
講
銀
が
入
用
と
な
り
、
一
時
に
上
げ
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
、
開
運
講
中
や
志
願
者
に
特
別
寄
進
を
募
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
同
時
に
新
た
な
開
運
講
へ
の
加
入
者
も
募
り
、
加
入
金
は
「
金
二
歩
」
と

記
述
し
て
い
る
「
越
知
山
峯
奉
納
手
水
鉢
勧
進
状
」（『
朝
日
町
誌 

資
料
編
２
』

越
知
神
社
関
係
文
書
一
五
五
号
）。

　

こ
の
史
料
に
記
す
よ
う
に
、
越
知
山
開
運
講
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

十
二
月
に
は
ま
だ
継
続
さ
れ
、
新
た
な
講
加
入
者
の
募
集
も
行
っ
て
い
た
が
、

講
を
と
り
ま
く
政
治
・
社
会
環
境
は
既
に
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
明
治
新
政
府
公
布
の
神
仏
判
然
令
に
よ
っ
て
越
知

山
大
権
現
社
か
ら
仏
教
色
を
除
い
て
越
知
神
社
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
明

治
四
年
（
一
八
七
一
）
初
め
に
越
知
山
大
権
現
の
別
当
大
谷
寺
の
住
職
は
還
俗

し
て
越
知
神
社
の
宮
司
に
な
っ
た
。こ
こ
に
別
当
大
谷
寺
の
法
灯
は
途
絶
え
た
。

　

さ
ら
に
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
修
験
禁
止
令
が
公
布
さ
れ
、
修
験
道
つ
ま

り
修
験
宗
廃
止
と
な
り
天
台
宗
系
の
本
山
派
（
本
山
聖
護
院
）
は
天
台
宗
へ
、

真
言
宗
系
の
当
山
派
（
本
山
醍
醐
寺
派
三
宝
院
）
は
真
言
宗
へ
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
に
な
っ
て
以
降
、
現
実
が
開
運
講
の
所
期
の
目
的
と
乖
離

し
、
活
動
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
越
知
山
開
運
講
中
や
駒
屋

銘
を
記
す
石
碑
・
石
仏
な
ど
の
奉
納
物
は
、
越
知
山
や
大
谷
寺
お
よ
び
周
辺
に

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

そ
し
て
修
験
禁
止
令
が
公
布
さ
れ
た
翌
年
の
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
肝
煎

を
務
め
た
鷲
田
次
郎
兵
衛
寛
隆
が
死
去
、
そ
の
六
年
後
、
越
知
山
大
谷
寺
が
再

興
し
た
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）、駒
屋
善
右
衛
門
清
愼
も
死
去
し
安
養
寺
（
福

井
市
）
に
葬
ら
れ
た
。

　
　
　

七　

越
知
山
開
運
講
中
が
の
こ
し
た
モ
ノ

　

越
知
山
開
運
講
中
お
よ
び
惣
肝
煎
を
務
め
た
駒
屋
善
右
衛
門
は
、
数
々
の
奉

納
物
を
遺
し
て
い
る（

４
）。

こ
の
中
か
ら
六
件
を
記
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
越
知
山
大
権
現
半
鐘

　

前
出
二
十
四
人
の
世
話
人
の
項
で
具
体
的
に
記
述
し
た
の
で
、
本
項
で
は
詳
細

を
省
略
す
る
が
、
こ
の
半
鐘
に
刻
ま
れ
て
い
る
世
話
人
二
十
四
名
の
名
前
を
記
す

史
料
は
、こ
の
半
鐘
以
外
に
は
未
だ
知
ら
ず
、史
料
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

（
二
）
千
体
地
蔵

　

越
知
神
社
境
内
に
駒
屋
清
愼
の
謹
識
に
よ
る
千
体
地
蔵
造
立
碑
が
遺
さ
れ
て

い
る
。
碑
文
に
よ
る
と
、「
千
躰
地
蔵
は
（
秘
仏
三
所
権
現
の
三
十
三
年
開
帳

の
あ
っ
た
）
安
政
六
年
に
造
立
開
始
、翌
年
万
延
元
年
九
月
成
し
（
千
躰
達
成
）、

さ
ら
に
翌
年
文
久
元
年
六
月
十
八
日
（
越
知
山
大
権
現
祭
日
）
に
開
眼
供
養
し
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た
」
と
あ
り
、
造
立
開
始
か
ら

開
眼
供
養
ま
で
三
年
の
年
月
を

要
し
て
お
り
、
碑
の
背
面
に
は

駒
屋
の
喜
び
と
安
堵
の
気
持
ち

も
刻
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
千
体
地
蔵
は
像
高

が
二
十
セ
ン
チ
前
後
で
、
凡
そ

五
百
人
の
人
が
奉
納
し
て
い
る
。

写
真
５
は
、
三
国
の
内
田
平
三
郎
（
東
内
田
家
、
号
東
垣
）
が
奉
納
し
た
地
蔵
。

（
三
）
元
別
山
堂
再
建
と
路
傍
の
地
藏

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
、
越
知
山
開
運
講
は
越
知
大
権
現
本
社
か
ら

六
十
丁
の
距
離
に
あ
る
元
別
山
で
雨
曝
し
に
な
っ
て
い
た
聖
観
音
像
（
石
造
）

の
堂
宇
再
建
と
六
十
丁
の
路
傍
一
丁
ご
と
に
地
蔵
を
安
置
し
た
。
観
音
堂
が
所

在
し
て
い
た
元
別
山
は
、
坂
東
山
（
現
六
所
山
）
と
い
い
、
八
股
村
、
城
有
村
、

梨
子
平
村
の
共
有
地
で
天
領
で
あ
っ
た
。近
年
、地
蔵
は
越
知
山
泰
澄
塾
の
人
々

に
よ
っ
て
三
十
五
体
の
現
存
が
確
認
さ
れ
た
。
写
真
は
五
十
丁
目
の
地
藏
、
右

肩
横
に
「
越
」
の
文
字
を
刻
む
が
、
同
一
の
印
章
が
大
谷
寺
に
遺
存
し
て
い
る

（
四
）
滝
上
不
動
堂
（
現
白
滝
神
社
）
の
石
灯
籠

　

一
乗
谷
の
滝
（
福
井
市
浄
教
寺
町
）
は
、
泰
澄
が
越
知
山
に
在
る
時
、
東
方

に
霊
感
を
感
じ
て
下
り
て
き
た
ゆ
か
り
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
滝
上
に
位
置
す
る
不
動
堂
周
り
に
越
知
山
開
運
講

中
が
奉
納
し
た
石
灯
籠
一
対
（
基
礎
・
竿
・
中
台
ま
で
が
遺
存
）
が
所
在
す
る
。

肝
煎
三
名
は
駒
屋
羽
江
、
竹
内
布
珀
、
鷲
田
省
齋
と
「
号
」
を
刻
ん
で
い
る
。

（
五
）
別
山
堂
の
山
岳
信
仰
碑

　

現
別
山
堂
付
近
に「
明
治
元
年（
一
八
六
八
）～
三
年
」、「
開
運
講
中
建
立
」、「
開

運
講
中
再
建
」、
と
「
駒
屋
（
羽
江
）」
銘
が
刻
ま
れ
た
山
岳
信
仰
の
石
碑
が
九

基
（「
白
山
妙
理
大
権
現
」「
日
野
山
大
権
現
」「
文
殊
師
利
菩
薩
」「
大
峯
八
大

金
剛
童
子
」「
日
吉
大
明
神
」
な
ど
）
遺
存
す
る
。

写真 5　千躰地蔵の１体

写真 6　「越」の印章と
50 丁目の地藏　

写真 7　滝上不動堂（白滝神社）と
開運講中寄進の石灯籠
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越
知
山
の
ほ
か
に
、
泰
澄
が
開
闢
し
た
と
さ
れ
る
白
山
、
日
野
山
、
文
殊
山
、

蔵
王
山
（
吉
野
ケ
岳
）
を
加
え
て
「
越
前
五
山
」
と
称
す
る
山
岳
信
仰
も
崇
敬

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
山
口
家
譜
」
の
記
述
「
安
政
二
年
七
月
二
十
二

日　

小
左
衛
門　

日
野
山

へ
参
詣
ス
」（
小
左
衛
門

は
の
ち
開
運
講
員
）
か
ら

そ
の
一
面
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

（
六
）
開
運
講
最
後
の
奉

納
品
と
な
っ
た「
手
水
鉢
」

　

前
述
の
手
水
鉢
。
明
治

三
年
（
一
八
七
〇
）
に
宿
堂
の
一
王
子
社
ま
で
運
ば
れ
、
講
錢
不
足
に
な
り
越

知
山
頂
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か 

っ

た
手
水
鉢
で
、
現
在
は
大
谷
寺
の
山
門
前

に
所
在
す
る
。
正
面
に
「
越
知
山
大
谷
寺

開
運
講
」
と
彫
る
。

　
　
　

あ 

と 

が 

き

　

別
当
大
谷
寺
の
法
灯
消
滅
後
、
大
谷
寺
再
興
の
要
望
が
強
く
、
明
治
八

年
（
一
八
七
五
）、
比
叡
山
延
暦
寺
か
ら
僧
道
款
が
派
遣
さ
れ
、
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）、
天
台
宗
延
暦
寺
末
越
知
山
大
谷
寺
が
再
興
さ
れ
た
。
再
興
後
間

も
な
く
、
無
禄
・
無
檀
の
大
谷
寺
を
永
続
さ
せ
る
た
め
の
資
金
を
集
め
る
た
め
、

越
知
山
開
運
講
復
興
を
期
し
て
、大
谷
寺
と
大
谷
寺
村
の
信
徒
総
代
四
人 

佐
々

木
與
三
右
衛
門
、
佐
々
木
勘
右
衛
門
、
山
田
多
左
衛
門
、
佐
々
木
岩
左
衛
門
が

中
心
に
な
っ
て
「
越
知
山
開
運
講
勧
誘
記
」
と
「
定
則
（
趣
法
）」
を
認
め（

５
）、

再
来
講
員
の
募
集
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
講
は
以
前
の
よ
う
な
大
規
模
な
団

体
で
は
な
か
っ
た
が
、
大
正
年
間
中
頃
ま
で
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

駒
屋
善
右
衛
門
ら
が
の
こ
し
た
「
越
知
山
開
運
講
の
し
く
み
」
は
生
か
さ
れ
、

一
部
内
容
を
変
え
て
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
越
知
山
開
運
講
を
運
営
し
た
肝
煎
三
人
は
文
化
人
と
し
て
の
活
動

も
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
詠
ん
だ
越
知
山
の
句
・
歌（

６
）を

記
し
て
お
こ
う
。

　
　

駒
屋
善
右
衛
門
羽
江　
　
「
薮
茂
る　

連
理
の
枝
や　

恋
の
山
」

　
　

竹
内
五
兵
衛
布
珀　
　
　
「
道
問
え
ば　

雲
ゆ
ひ
さ
れ
や　

薬
堀
」

　
　

鷲
田
次
郎
兵
衛
省
齋　
　
「
幾
代
と
も　

知
ら
す
白
斑
の　

も
ろ
烏　

も
ろ
と
も
に
こ
そ　

神
に
つ
か
ふ
れ
」

以
上

写真 8　山岳信仰碑

写真 9　手水鉢
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三
井　

幕
末
の
越
知
山
信
仰
の
一
般
化
と
「
越
知
山
開
運
講
」

謝
辞　

本
書
に
掲
載
し
た
史
料
（「
大
谷
寺
文
署
」）
は
、
昨
年
一
部
に
初
公

開（
５
）さ
れ
た
が
、
内
容
は
越
知
山
開
運
講
の
研
究
に
留
ま
ら
ず
、
幕
末
の
越
前
の

政
治
・
社
会
・
経
済
活
動
と
絡
め
て
見
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
資
料
で
あ
る
。

越
知
山
開
運
講
の
史
料
が
少
な
い
中
、
こ
れ
ら
は
研
究
者
に
と
っ
て
貴
重
な
史

料
で
あ
る
。公
開
頂
い
た
大
谷
寺
住
職
西
山
良
忍
氏
の
御
厚
意
に
感
謝
し
た
い
。

註（
１
） 「
山
口
家
譜
」（
山
口
小
左
衛
門
家
の
史
料
。『
福
井
市
史 

資
料
編
７
』
所
収
）。
藩
の

殖
産
興
業
策
の
た
め
、
領
内
の
産
物
を
集
荷
販
売
す
る
「
産
物
会
所
」
を
横
井
小
楠
の

指
導
の
も
と
長
谷
部
甚
平
や
三
岡
八
郎
（
後
の
由
利
公
正
）
が
実
践
、
三
国
、
福
井
な

ど
の
有
力
商
人
が
元
締
め
と
し
て
加
わ
っ
た
。
万
延
元
年
十
一
月
の
開
設
時
は
内
田
惣

右
衛
門
宅
（
三
国
）
に
置
き
、
山
口
小
左
衛
門
、
竹
内
五
兵
衛
、
内
藤
理
兵
衛
、
木
綿

屋
与
左
衛
門
の
四
人
が
元
締
め
に
任
命
さ
れ
た
。

（
２
）『
平
成
一
八
年
秋
季
特
別
展　

福
井
藩
と
豪
商
』
福
井
市
立
郷
土
博
物
館
、
二
〇
〇
六

年
）。
本
書
に
福
井
藩
と
か
か
わ
っ
た
豪
商
を
取
り
上
げ
、特
に
駒
屋
家
・
金
屋
家（
福
井
）、

内
田
家
・
三
国
（
森
）
家
（
三
国
）
を
挙
げ
て
藩
と
の
関
わ
り
を
記
し
て
い
る
。

（
３
）「
太
田
陣
屋
」
安
政
六
年
、
福
井
藩
が
幕
府
の
命
に
よ
り
開
港
後
の
横
浜
を
警
護
す

る
た
め
、
横
浜
の
大
田
村
に
建
て
た
陣
屋
。
藩
は
普
請
掛
と
し
て
岡
倉
覚
右
衛
門
（
岡

倉
天
心
の
父
）
を
、
警
護
役
と
し
て
三
岡
、
小
木
を
派
遣
し
た
。

（
４
）
三
井
紀
生
「
越
知
山
開
運
講
に
つ
い
て
」（『
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
研
究
紀
要
』

第
二
集
、
越
前
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）
本
稿
で
開
運
講
中
及
び
肝
煎
に
よ
る

石
造
物
な
ど
の
奉
納
物
十
九
件
を
紹
介
し
た
。

（
５
）
三
井
紀
生
『
越
知
山
開
運
講
資
料
』（
越
知
山
大
谷
寺
、
二
〇
一
七
年
）。

（
６
） 

駒
屋
善
右
衛
門
が
、
安
政
六
年
（
一
八
五
七
）
に
大
谷
寺
へ
奉
納
し
た
木
版
の
「
越

前
國
越
知
山
之
圖
」
に
、
後
日
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
三
人
が
越
知
山
を
詠
ん
で
入

駒
に
し
て
の
こ
し
て
い
る
。
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